
　

辻
議
員　

広
島
市
安
佐
北
区
白
木
町
の
建
設
残
土
処
分
と
林
地
開
発
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

　

大
椿
地
区
の
林
道
沿
い
の
林
地
に
大
量
の
残
土
が
持
ち
込
ま
れ
、
多
い
日
に
は
一
日

百
台
も
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
投
入
し
て
い
る
。
五
箇
所
の
埋
立
地
の
う
ち
二
箇
所
は
隣
接

し
て
一
・
六
㌶
の
開
発
に
な
る
た
め
、
県
は
昨
年
森
林
法
違
反
で
工
事
の
中
止
を
命
令

し
、
昨
日
復
旧
命
令
を
出
し
た
。
残
る
三
箇
所
は
残
土
の
持
込
が
続
い
て
い
る
。
十
年

前
に
は
林
道
ご
と
崩
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
土
砂
流
出
の
危
険
性
は
高
い
と
専
門
家
が
指

摘
し
て
お
り
、
周
辺
住
民
は
一
刻
も
早
い
対
策
を
求
め
て
い
る
。

　

地
元
住
民
と
党
広
島
市
議
団
市
議
団
は
八
月
七
日
、
一
㌶
以
下
の
小
規
模
林
地
開
発

も
規
制
す
る
よ
う
国
と
交
渉
し
た
。
林
野
庁
は
「
一
㌶
以
下
の
開
発
で
も
不
適
切
に
行

わ
れ
、
森
林
の
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
れ
ば
、
森
林
法
の
精
神
で
正
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
一
㌶
以
下
の
不
適
切
な
開
発
が
数
ヶ
所
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
一
体
の
も
の

と
と
ら
え
、
現
状
復
帰
を
求
め
た
り
、
森
林
法
に
よ
る
行
政
指
導
で
是
正
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
る
」「
一
㌶
と
い
う
基
準
は
全
国
的
な
基
準
で
あ
り
、
森
林
法
以
外
の
枠
組
み
で

条
例
で
対
応
す
れ
ば
よ
い
」
と
答
え
た
。

　

大
椿
林
道
沿
い
の
埋
立
は
、
森
林
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
不
適
切
な
も
の
で
あ
り
、

一
体
の
開
発
と
み
な
し
て
残
土
の
搬
入
と
工
事
の
中
止
、
復
旧
命
令
、
代
執
行
な
ど
災

害
防
止
の
迅
速
な
措
置
を
と
る
べ
き
だ
。

　

全
国
で
八
都
県
、
県
内
で
も
豊
平
町
、
湯
来
町
な
ど
が
独
自
の
条
例
を
つ
く
り
、
一

㌶
以
下
の
開
発
を
規
制
し
て
い
る
。
県
も
防
災
マ
ッ
プ
で
土
石
流
や
急
傾
斜
地
崩
壊
の

恐
れ
が
あ
る
林
地
な
ど
へ
の
土
砂
埋
立
は
、
今
年
度
内
に
許
可
制
に
す
る
条
例
を
制
定

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

辻
議
員　

Ｒ
Ｄ
Ｆ
発
電
施
設
「
福
山
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
所
」
で
予
期
し
な
い
場
所

で
火
災
が
起
き
た
。
三
重
県
で
は
Ｒ
Ｄ
Ｆ
貯
蔵
サ
イ
ロ
の
爆
発
事
故
、
福
岡
県
大
牟
田

市
は
三
度
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
。
Ｒ
Ｄ
Ｆ
と
Ｒ
Ｄ
Ｆ
発
電
は
技
術
的
に
未
成
熟
だ
と

指
摘
し
て
き
た
が
、
完
成
さ
れ
た
技
術
と
考
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
。　

事
故
原
因
を

究
明
し
、
発
電
所
の
安
全
基
準
を
定
め
、
県
民
に
情
報
を
公
開
す
べ
き
だ
。

　

今
回
の
事
故
は
、
一
般
ゴ
ミ
の
広
域
処
理
と
未
成
熟
な
技
術
の
性
急
な
導
入
と
い
う

二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
一
般
ゴ
ミ
の
処
理
は
、
市
町
村
の
自
区
内
処
理
の
原
則
を
貫
き
、

分
別
収
集
の
徹
底
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
焼
却
や
埋
立
を
な
く
す
方
向
へ
の
転
換
が
必
要

だ
。
広
域
処
理
と
Ｒ
Ｄ
Ｆ
化
・
発
電
方
式
は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

環
境
局
長　

事
故
の
原
因
究
明
や
安
全
管
理
体
制
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直

し
、
そ
の
結
果
と
安
全
対
策
を
公
表
し
た
上
で
試
運
転
を
再
開
し
た
い
と
答
弁
。
Ｒ
Ｄ

Ｆ
と
Ｒ
Ｄ
Ｆ
発
電
は
「
技
術
的
に
問
題
は
な
い
」
と
強
弁
し
、
ゴ
ミ
の
広
域
処
理
も
Ｒ

Ｄ
Ｆ
発
電
も
推
進
す
る
と
述
べ
た
。

　

辻
議
員　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
充
は
、
各
市
町
村
の
努
力
で
県
内
七

十
九
自
治
体
の
う
ち
五
十
市
町
村
、
六
三
％
が
県
の
基
準
を
上
回
っ
て
い
る
。
十
七

市
町
村
が
就
学
前
ま
で
実
施
し
て
い
る
。
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
。

　

子
ど
も
病
院
の
建
設
は
今
議
会
に
も
請
願
が
出
さ
れ
、
署
名
数
は
十
五
万
人
余
に

な
っ
て
い
る
。
現
在
十
五
都
道
府
県
十
八
ヵ
所
の
公
立
子
ど
も
病
院
が
あ
る
。
十
一

月
に
宮
城
県
立
子
ど
も
病
院
が
開
設
予
定
で
、
大
き
な
県
で
な
い
の
は
広
島
県
ぐ
ら

辻
議
員　

尾
道
市
で
昨
年
九
月
に
中
学
校
教
師
が
修
学
旅
行
の
説
明
中
に
亡
く
な

り
、
今
年
三
月
、
七
月
に
は
小
学
校
校
長
、
市
教
委
次
長
が
相
次
い
で
自
殺
し
た
。
九
月

一
日
に
は
福
山
市
で
小
学
校
の
女
性
教
師
が
始
業
式
後
の
授
業
中
に
倒
れ
死
亡
し
た
。
相

次
ぐ
死
亡
、
自
殺
と
い
う
異
常
な
事
態
を
ど
う
考
え
、
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

　

教
員
に
は
「
原
則
と
し
て
時
間
外
勤
務
を
命
じ
て
は
な
ら
な
い
」
と
法
律
に
明
記
し
て

い
る
が
、
実
態
は
時
間
外
勤
務
が
蔓
延
し
て
い
る
。
小
中
学
校
教
員
の
療
養
・
休
職
者
は

昨
年
七
月
の
百
五
人
が
こ
と
し
三
月
に
は
百
七
十
一
人
、
一
・
六
倍
に
増
え
て
い
る
。
異

常
な
広
が
り
だ
。
厚
労
省
が
出
し
た
「
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
の
た
め
の
総
合

対
策
」
を
ど
う
具
体
化
し
て
い
る
か
。

　

多
忙
化
の
原
因
の
一
つ
に
、
文
部
省
の
是
正
指
導
以
後
、
シ
ラ
バ
ス
、
週
案
の
作
成
、

研
究
授
業
の
急
増
な
ど
に
加
え
、
県
教
委
、
市
教
委
の
調
査
や
報
告
書
作
成
が
あ
る
。
県

教
委
が
小
中
学
校
に
出
し
た
調
査
・
照
会
件
数
は
百
二
十
四
件
、
千
六
百
十
八
枚
の
文
書

に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
教
員
の
時
間
外
の
仕
事
を
増
や
し
、
心
身
の
疲
れ
、
子
ど
も
に
接

す
る
時
間
の
減
少
、
管
理
的
指
導
、
病
気
増
加
の
原
因
に
な
っ
て
お
り
、
県
教
委
行
政
の

異
常
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ど
う
改
善
す
る
か
。

教
育
条
件
整
備
、
雇
用
拡
大
の
面
か
ら
も
正
規
職
員
に
よ
る
三
十
人
以
下
学
級
の
拡
大

を
求
め
る
。

　

教
育
長　

「
時
間
外
勤
務
の
縮
減
な
ど
適
正
な
勤
務
時
間
の
管
理
や
健
康
管
理
の
徹

底
を
指
導
す
る
」
「
調
査
、
報
告
書
は
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
学
校
に
提
出
を
求
め
る
資

料
を
精
選
し
て
い
る
」
と
答
弁
。
さ
ら
に
「
県
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
三
十
人
学
級
を

導
入
す
る
と
、
県
単
独
で
年
間
二
百
億
円
近
く
の
経
費
が
見
込
ま
れ
、
財
政
的
に
も
実
現

は
困
難
」
と
答
え
た
。

　

辻
議
員　

二
〇
〇
五
年
は
被
爆
六
十
周
年
に
当
た
る
。
広

島
市
長
は
平
和
宣
言
で
核
兵
器
廃
絶
の
国
際
的
な
運
動
を
提
唱

し
、
「
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
国
際
市
民
会
議
」
の

二
〇
〇
五
年
夏
開
催
が
決
ま
っ
た
。
原
水
禁
世
界
大
会
は
新
た

な
国
際
署
名
を
呼
び
か
け
、
世
界
で
署
名
運
動
が
始
ま
っ
て
い

る
。

　

世
界
で
最
初
の
被
爆
県
知
事
と
し
て
こ
れ
ら
を
ど
う
考
え
る

か
、
積
極
的
な
提
案
や
行
動
を
考
え
て
い
る
か
。

　

知
事
で
は
な
く
、
総
務
企
画
部
長　

「
核
兵
器
廃
絶
と
恒

久
平
和
の
実
現
は
、
世
界
最
初
の
被
爆
地
広
島
の
使
命
」
「
世

界
の
よ
り
多
く
の
人
々
に
『
核
兵
器
廃
絶
に
関
す
る
広
島
県
宣

言
』
の
理
念
を
伝
え
、
県
民
の
願
い
で
あ
る
核
兵
器
の
な
い
平

和
な
国
際
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
粘
り
強
く
訴
え
て
参
る
」

と
述
べ
た
。

　

再
質
問
、
再
々
質
問
で
、
知
事
が

現
場
を
直
接
見
て
住
民
の
生
の
声
を

聞
く
よ
う
求
め
た
が
、
知
事
は
答
弁

に
立
た
ず
、
辻
議
員
は
怒
り
を
込
め

て
批
判
し
た
。

　

農
林
水
産
部
長　

「
残
土
埋
立

は
県
内
各
地
で
現
行
の
法
制
度
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
問
題
が
発
生
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
へ
の
対
応

が
緊
急
の
課
題
」
と
答
弁
。
大
椿
林

道
沿
い
の
残
土
搬
入
箇
所
に
つ
い
て

は
「
森
林
法
違
反
の
箇
所
は
、
土
砂

の
搬
入
中
止
を
命
令
し
現
地
調
査
、

測
量
な
ど
を
し
て
昨
日
、
復
旧
命
令

を
行
っ
た
。
事
業
者
に
復
旧
工
事
の

実
施
を
強
く
指
導
す
る
」
「
そ
の
他
の

三
箇
所
は
森
林
法
に
基
づ
く
措
置
が

取
れ
な
い
の
で
現
場
の
監
視
活
動
な

ど
を
継
続
す
る
」
と
答
え
た
。
条
例

制
定
は
「
早
急
に
検
討
し
た
い
」
と

い
だ
。

福
祉
保
健
部
長　

医
療
費
助
成
に

つ
い
て
「
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

福
祉
医
療
制
度
全
体
の
枠
組
み
を
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

い
つ
も
の
答
弁
を
繰
り
返
し
、
子
ど
も

病
院
に
つ
い
て
は
、
県
立
広
島
病
院
の

「
母
子
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が
総
合

病
院
に
併
設
さ
れ
た
「
小
児
病
棟
型
」

の
子
ど
も
病
院
と
し
て
全
国
的
な
団
体


